
８
月
か
ら
湯
沢
・
横
手
〜
仙
台
間
を
一
日
一
往
復
運
行

　

８
月
５
日
、
増
田
の
ま
ち
な
み

を
車
体
に
貼
り
付
け
た
ラ
ッ
ピ
ン

グ
バ
ス
の
お
披
露
目
式
が
、
仙
台

駅
東
口
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
を
活
用

し
て
、
10
月
か
ら
始
ま
る
秋
田
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
来
年
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化

祭
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
の
一
環
と

し
て
、
湯
沢
・
横
手
〜
仙
台
間
を

運
行
す
る
羽
後
交
通
の
高
速
バ
ス

『
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ナ
ー
号
』の
車
体

に
増
田
の
ま
ち
な
み
や
内
蔵
の
写

真
を
張
り
付
け
し
た
も
の
で
す
。

　

仙
台
駅
東
口
の
バ
ス
発
着
場
で

行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
五

十
嵐
市
長
、
羽
後
交
通
株
式
会
社
・

齋
藤
善
一
取
締
役
社
長
、
写
真
撮

影
に
協
力
し
た
増
田
町
の
小
泉
写

真
館
・
小
泉
操
氏
ら
関
係
者
多
数

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

仙
台
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
に
横
手

を
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
民

を
あ
げ
て
お
待
ち
し
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
関
係
者
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
市
観
光
レ

デ
ィ
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
花
束

の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
、
バ
ス
は

横
手
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

乗
客
の
一
人
は
「
月
に
２
回
利

用
し
て
い
る
。
記
念
に
な
る
日
に

乗
車
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

高
速
バ
ス
で
横
手
・
増
田
を
Ｐ
Ｒ

１_運転席側から見た『グリーンライナー号　湯沢⇔仙台線』　２_車体後部には蔵の扉を全面にデザイン　３_乗降口
側には増田の蔵前などが配置　４_仙台駅出発セレモニーであいさつする五十嵐市長　５_関係者によるテープカット
６_ドライバーへ記念の花束贈呈　７_『八百長商店』店舗前で横手のスイカをＰＲ
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市政の窓行政報告 

平成25年度横手市消防訓練大会 

山内消防団が２部門を制し、総合優勝
　

７
月
28
日
、
横
手
市
消
防
訓
練
大

会
（
第
66
回
秋
田
県
消
防
協
会
横
手

市
支
部
消
防
訓
練
大
会
）
が
増
田
河

川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
各
地

域
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
消
防
団
員

が
、
消
防
技
術
の
速
さ
と
正
確
さ
や

規
律
性
を
競
い
ま
し
た
。

　

規
律
訓
練
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に

は
８
消
防
団
、
ポ
ン
プ
車
操
法
に
は

３
消
防
団
が
出
場
。
規
律
訓
練
で
は

指
揮
者
の
号
令
に
従
い
、
息
の
合
っ

た
行
進
を
み
せ
た
山
内
消
防
団
が
昨

年
に
続
き
１
位
を
獲
得
し
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
で
も
、
速
さ
と
正
確
さ
に

優
れ
た
山
内
消
防
団
が
４
年
連
続
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ポ
ン
プ
車
操
法
で
は
、
昨

年
の
県
大
会
で
優
勝
を
飾
っ
た
十
文

字
消
防
団
が
連
覇
。
小
型
ポ
ン
プ
操

法
、
ポ
ン
プ
車
操
法
で
優
勝
し
た
山

内
と
十
文
字
消
防
団
が
、
９
月
６
日

に
由
利
本
荘
市
で
行
わ
れ
る
県
大
会

へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　

総
合
成
績
は
、
規
律
訓
練
と
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
２
部
門
を
制
し
た
山

内
消
防
団
が
昨
年
に
続
き
、
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

◆
市
消
防
訓
練
大
会
成
績

【
規
律
訓
練
】

 

１
位　

山
内
消
防
団

 

２
位　

平
鹿
消
防
団

 

３
位　

大
森
消
防
団

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
】

 

１
位　

山
内
消
防
団

 

２
位　

大
雄
消
防
団

 

３
位　

十
文
字
消
防
団

【
ポ
ン
プ
車
操
法
】

 

１
位　

十
文
字
消
防
団

 
２
位　

大
森
消
防
団

 
３
位　

雄
物
川
消
防
団

【
総
合
成
績
】

 

１
位　

山
内
消
防
団

 

２
位　

大
雄
消
防
団

 

３
位　

平
鹿
消
防
団

１１

３３４４

２２

５５

１_規律訓練で１位を獲得した山内消防団　２・３_小型ポ
ンプ操法で機敏な動作を見せる団員　４_優勝した山内消
防団の放水　５_ポンプ車操法で優勝した十文字消防団

バレー

ソフトテニス

男子

女子団体

横手北中横手北中

増田中増田中

　７月12日から29日にかけて開催された秋田県中学校総合体育大会で、優勝した選手の
皆さんをご紹介します。（敬称略）

陸上競技

陸上競技

男子共通
４×100㍍リレー

横手南中横手南中

女子低学年
４×100㍍リレー

横手南中横手南中

秋田県中学校総合体育大会

相撲柔道

◆
水
泳 

男
子
２
０
０
㍍
背
泳
ぎ
第
３
位 

　

高
橋
貫
太（
山
内
中
）、
男
子
１
０
０
㍍

　

平
泳
ぎ
第
２
位 

木
村
崚（
増
田
中
）、

　

男
子
４
０
０
㍍
自
由
形
第
２
位
・
１
５

　

０
０
㍍
自
由
形
第
３
位 

下
田
達
熙（
横

　

手
南
中
）、
女
子
２
０
０
㍍
背
泳
ぎ
第

　

２
位 

高
橋
菜
々
花（
横
手
南
中
）

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
女
子
第
２
位

　

平
鹿
中 

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

男
子
第
２
位 

横
手

　

南
中
、
男
子
第
３
位 

平
鹿
中
、
女
子

　

第
３
位 

横
手
明
峰
中

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
女
子
個
人
第
３
位 

　

藤
原
あ
ず
さ・沼
澤
亜
美
ペ
ア（
増
田
中
）

◆
柔
道
　
男
子
50
㎏
級
第
３
位 

齊
藤
泰

　

紀（
平
鹿
中
）、男
子
90
㎏
級
第
３
位 

佐

　

々
木
拓
夢（
横
手
明
峰
中
）、女
子
団
体

　

第
３
位 

横
手
南
中
、
女
子
63
㎏
級
第

　

３
位 

伊
藤
は
な（
横
手
南
中
）

◆
剣
道
　
女
子
個
人
第
２
位 

小
丹
な
る

　

美（
横
手
南
中
）

◆
卓
球
　
男
子
団
体
第
３
位 

横
手
南
中

◆
相
撲
　
団
体
第
３
位 

平
鹿
中 

◆
陸
上
競
技 
男
子
２
年
１
０
０
㍍
第
３

　

位 

住
谷
稜（
横
手
南
中
）、
男
子
共
通

　

２
０
０
㍍
第
２
位 
髙
橋
佑（
平
鹿
中
）、

　

男
子
共
通
８
０
０
㍍
第
２
位 

赤
川
和

　

輝（
増
田
中
）、
男
子
共
通
棒
高
跳
び
第

　

２
位 

新
宮
暉
登（
増
田
中
）、
男
子
共

　

通
四
種
競
技
第
３
位 

佐
々
木
悠
人（
横

　

手
明
峰
中
）、女
子
総
合
第
３
位 
横
手

　

南
中
、
女
子
低
学
年
４
×
１
０
０
㍍
リ

　

レ
ー
第
３
位 

横
手
清
陵
学
院
中
、
女

　

子
１
年
１
０
０
㍍
第
２
位 

宮
城
佳
奈

　
（
横
手
南
中
）、女
子
共
通
砲
丸
投
げ
第

　

３
位 

髙
橋
江
里
加（
十
文
字
中
）

個人３年の部

(平鹿中）
齊藤 匡平齊藤 匡平

水泳

女子共通走り幅跳び

(増田中）
高橋 桃華高橋 桃華

女子70㎏超級

(横手南中）
佐藤　果佐藤　果

男子200㍍平泳ぎ

(増田中）
木村  崚木村  崚

女子100、200㍍バタフライ

(十文字中）
赤間 彩生赤間 彩生

女子３年100㍍

(横手南中）
斎藤 美侑斎藤 美侑

横手市勢が６競技14種目を制覇横手市勢が６競技14種目を制覇

男子共通走り高跳び

(横手明峰中）
髙橋 怜也髙橋 怜也

男子200㍍バタフライ

(横手清陵学院中）
筑波 義恩筑波 義恩

今
大
会
で
上
位
入
賞
し
た
団
体
・
個
人(

敬
称
略
）

今
大
会
で
上
位
入
賞
し
た
団
体
・
個
人(

敬
称
略
）

女子共通走り高跳び

(横手清陵学院中）
飯塚　茜飯塚　茜

全
県
ミ
ニ
バ
ス
大
会
結
果

全
県
ミ
ニ
バ
ス
大
会
結
果

　

東
北
電
力
旗
第
26
回
東
北
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
秋
田
県
大
会

女
子
の
部
で
、
旭
ス
タ
ー
キ
ッ
ズ
が

接
戦
を
勝
ち
抜
き
優
勝
し
ま
し
た
。

【
男
子
の
部
】　

準
優
勝　

福
地

緊急速報メールと緊急ラジオ放送
　

市
で
は
、
災
害
発
生
等
緊
急
時
に
、

携
帯
電
話
会
社
３
社
の
緊
急
速
報
メ

ー
ル
を
利
用
し
た
情
報
発
信
を
行
う

と
と
も
に
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
に
よ
る
緊

急
情
報
の
放
送
を
行
い
ま
す
。

◆
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

住
民
の
生
命
に
関
わ
り
の
あ
る
よ

う
な
緊
急
情
報
を
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、

ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
３
社
の
携
帯

電
話
に
一
斉
に
メ
ー
ル
送
信
す
る
も

の
で
す
。
７
月
18
日
の
市
総
合
防
災

訓
練
に
合
わ
せ
て
、
配
信
訓
練
を
行

い
ま
し
た
が
、
受
信
す
る
た
め
に
は

以
下
の
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

・
メ
ー
ル
受
信
拒
否
設
定
に
し
て
い

　

て
も
受
信
で
き
る
。
特
に
設
定
の

　

必
要
な
し

◎
ａ
ｕ
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）

・
緊
急
速
報
の
受
信
設
定
を『
Ｏ
Ｎ
』

　

に
す
る

◎
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

・
緊
急
速
報
の
受
信
設
定
を『
Ｏ
Ｎ
』

　

に
す
る

《
共
通
事
項
》

①
一
部
に
対
応
し
て
い
な
い
機
種
が

　

あ
る

②
機
種
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
最
新
の
状

　

態
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

③
通
話
や
通
信
中
の
場
合
に
は
受
信

　

で
き
な
い

◎
各
社
問
合
せ
先

【
ド
コ
モ
安
心
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】　

　

０
１
２
０
‐
０
５
３
‐
３
２
０

【
ａ
ｕ
総
合
案
内
】

　

０
０
７
７
‐
７
‐
１
１
１

【
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー

ト
】　

　

０
８
０
０
‐
９
１
９
‐
０
１
５
７

※
各
社
と
も
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
、

　

年
中
無
休

◆
緊
急
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送

　

横
手
か
ま
く
ら
Ｆ
Ｍ
（
７
７
・
４

Ｍ
Ｈ
ｚ
）
か
ら
、
災
害
発
生
等
緊
急

時
は
通
常
放
送
を
中
断
し
、
市
か
ら

の
緊
急
情
報
を
放
送
し
ま
す
。
防
災

ラ
ジ
オ
や
、
Ｆ
Ｍ
放
送
が
受
信
で
き

る
ラ
ジ
オ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

  

市
総
務
企
画
部
市
長
公
室

　
（
南
庁
舎
内
）

　

  

３
５
‐
２
１
８
９

～ご存知ですか～

チャイムが鳴り、緊急情報の内容が
表示される
チャイムが鳴り、緊急情報の内容が
表示される

【女子の部】　優勝 旭スターキッズ【女子の部】　優勝 旭スターキッズ【女子の部】　優勝 旭スターキッズ
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2013大雄サマーフェスティバル

夏の夕涼みに多彩な催しを楽しむ

来場者は伍代夏子さんの歌に酔いしれた

迫力ある演奏を披露した大雄太鼓 カブトムシの動きに集中する子どもたち

まるごと！平鹿地産地消給食

新鮮な食材でお腹いっぱい
　

平
鹿
産
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
た
地
産

地
消
給
食
が
７
月
24
日
、
平
鹿
地
域

管
内
の
小
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
給
食
は
、
平
鹿
地
域
づ

く
り
協
議
会
の
『
元
気
の
出
る
地
域

づ
く
り
事
業
』
と
し
て

平
成
22
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
事
業
。
今
回
は

シ
ル
ク
ポ
ー
ク
の
ハ
ン

バ
ー
グ
や
夏
野
菜
サ
ラ

ダ
、
枝
豆
、
す
い
か
な

ど
新
鮮
な
食
材
を
使
っ

た
７
品
が
給
食
に
な
り

ま
し
た
。

　

浅
舞
小
学
校
で
は
、

５
年
生
の
児
童
が
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
食
材
を
提
供
し

た
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
青
年
部
平
鹿

支
部
の
人
た
ち
や
地
域
の
人
た
ち
と

会
食
し
ま
し
た
。
杉
山
晴
菜
さ
ん
は

「
普
段
の
給
食
よ
り
野
菜
が
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
し
て
お
い
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、

給
食
を
通
じ
て
あ
ら

た
め
て
地
域
の
食
材

の
お
い
し
さ
に
気
づ

き
、
地
産
地
消
へ
の

関
心
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

 

　

大
雄
地
域
の
夏
祭
り
と
し
て
恒
例

に
な
っ
た
『
大
雄
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
』が
７
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、

ス
タ
ジ
ア
ム
大
雄
駐
車
場
内
の
特
設

会
場
は
、
約
１
万
２
千
人
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ホ
ッ
プ
の
花
を
吹
き
飛
ば
し
て
距

離
を
競
う
『
大
雄
ホ
ッ
プ
ー
大
会
』

や
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
『
カ
ブ

ト
ム
シ
木
登
り
レ
ー
ス
』
は
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。
多
く
の

親
子
連
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
催
し
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
横
手
や
き
そ
ば
な

ど
多
く
の
屋
台
が
軒
を
連
ね
、
ホ
ッ

プ
の
特
産
地
に
ち
な
み
、
キ
リ
ン
ド

ラ
フ
ト
カ
ー
で
生
ビ
ー
ル
の
販
売
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
大

雄
太
鼓
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
イ
ベ

ン
ト
の
様
子
を
横
手
か
ま
く
ら
エ
フ

エ
ム
が
公
開
生
放
送
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
第
２
部
で
、
ス
テ
ー
ジ
に

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
伍
代
夏
子
さ

ん
が
登
場
す
る
と
、
会
場
は
こ
の
日

一
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
来
場

者
は
約
１
時
間
、
歌
謡
シ
ョ
ー
に
聞

き
入
り
、
伍
代
さ
ん
の
歌
の
魅
力
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
約
８
０
０
発

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
雨
上
が

り
の
夜
空
が
色
鮮
や
か
な
花
火
で
彩

ら
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

直
前
ま
で
の
豪
雨
で
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
た
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

来
場
者
は
、
夏
の
夕
涼
み
の
催
し
を

満
喫
し
て
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

那珂市・横手市スポーツ交流事業 

野球を通じて友情を育む
　

８
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
、

横
手
市
と
友
好
都
市
の
関
係
に
あ
る

茨
城
県
那
珂
市
の
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
選
抜
チ
ー
ム
が
市
内
を
訪
れ
、

地
元
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
交
流
試
合
を
行
い
ま

し
た
。平
成
14
年
か
ら
、

毎
年
交
互
に
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
そ
れ
ぞ
れ
の

市
を
訪
れ
て
、
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

３
日
、
大
森
球
場
で

行
わ
れ
た
歓
迎
式
典
で

は
、
朝
倉
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
吉
野
雄
星

キ
ャ
プ
テ
ン
が
「
元
気

に
プ
レ
ー
し
て
、
た
く
さ
ん
友
達
を

つ
く
り
た
い
で
す
。
こ
の
日
が
、
一

生
の
思
い
出
に
な
っ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
那
珂
市
選
抜
チ
ー

ム
は
、
朝
倉
野
球
ス
ポ

少
、
大
森
小
野
球
ス
ポ

少
、
平
鹿
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
と
試
合
を
行

っ
た
ほ
か
、
か
ま
く
ら

館
な
ど
を
見
学
し
、
市

内
を
観
光
し
ま
し
た
。

　

交
流
を
深
め
た
子
ど

も
た
ち
の
間
に
は
、
新

た
な
友
情
が
芽
生
え
て

い
ま
し
た
。

那珂市スポ少（左）と朝倉スポ少（右）は熱戦を展開

猩 （々しょうじょう）納涼祭り 

梅雨も明け、祭りを楽しむ

観客を魅了した、なまはげ郷神楽の太鼓に
よるライブパフォーマンス

　

大
雨
洪
水
警
報
の
発
令
で
中
止
と

な
っ
た
猩
々
祭
り
の
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、『
猩
々
納
涼
祭
り
』が
、
梅

雨
明
け
が
発
表
さ
れ
た
８
月
３
日
、

道
の
駅
十
文
字
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
市
内
の
蔵
元
５
社
の

利
き
酒
・
試
飲
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、

多
く
の
屋
台
が
軒
を
連
ね
、
十
文
字

産
の
ス
イ
カ
が
振
る
舞
わ
れ
る
中
、

な
ま
は
げ
郷
神
楽
の
太
鼓
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
皮
切
り
に
ス
テ
ー

ジ
発
表
が
ス
タ
ー
ト
。
横
城
小
町
に

よ
る
よ
さ
こ
い
演
舞
や
、
猩
々
音
頭

に
合
わ
せ
て
踊
り
手
が
大
き
な
輪
を

作
り
、
猩
々
お
ど
り
を
舞
い
、
祭
り

に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る

抽
選
会
や
ラ
ー
メ
ン
の
街
に
ふ
さ
わ

し
く
恒
例
の
麺
ま
き
が
行
わ
れ
、
会

場
は
終
始
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、

来
場
者
は
心
ゆ
く
ま
で
祭
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。　
　

さ
と
か
ぐ
ら

地元の食材のおいしさを実感した給食

クリーンプラザよこて起工式 

安全な工事を関係者が祈願
　

平
成
28
年
４
月
の
稼
働
を
目
指
し

て
い
る
ご
み
処
理
統
合
施
設
『
ク
リ

ー
ン
プ
ラ
ザ
よ
こ
て
』
の
起
工
式
が

７
月
31
日
、
建
設
予
定
地
（
柳
田
）

で
行
わ
れ
、
五
十
嵐
市
長
、
市
議
会

議
員
、
地
区
住
民
や
工
事
関
係
者
な

ど
約
80
人
が
参
列
し
、
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
『
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
よ
こ
て
』
は
、

市
の
一
般
廃
棄
物
を
安
定
的
に
処
理

し
、
焼
却
熱
を
利
用
し
た
発
電
を
行

い
焼
却
灰
の
再
資
源
化
を
図
る
な
ど
、

循
環
型
社
会
に
適
し
た
処
理
シ
ス
テ

ム
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
災
害
発
生

時
に
は
避
難
場
所
と
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
、
飲
料
水
な
ど
も
常
時
備
蓄

し
て
お
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
公
設
民
営
方
式
を
採
用

し
て
、
完
成
後
20
年
間
は
運
営
を
民

間
事
業
者
に
委
託
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
高
め
な
が
ら

財
政
負
担
の
縮
減
に
も
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

玉串を奉納して工事の安全を祈願す
る五十嵐市長

わくわくフェア in おものがわ

多くの親子連れが水と緑を満喫

今年も大好評だったイワナのつかみ
取り

かわいらしくそっくりに描いてもら
った似顔絵コーナー

バスケットのほかスイカ割りなどで
交流したハピネッツの選手たち

　

雄
物
川
の
河
川
公
園
を
会
場
に
７

月
28
日
、
『
わ
く
わ
く
フ
ェ
ア
in
お

も
の
が
わ
』
が
行
わ
れ
、
親
子
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

雄
物
川
の
河
川
公
園
は
、
平
成
21

年
度
に
国
土
交
通
省
の
『
川
の
通
信

簿
』
で
、
最
高
評
価
と
な
る
５
つ
星

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
川
の
通
信
簿

と
は
、
河
川
の
利
用
し
や
す
さ
や
快

適
性
な
ど
を
、
市
民
と
河
川
管
理
者

が
評
価
し
た
も
の
で
、
全
国
の
６
６

５
カ
所
が
評
価
さ
れ
、
そ
の
う
ち
最

高
評
価
は
雄
物
川
の
河
川
公
園
を
含

む
わ
ず
か
に
５
カ
所
で
す
。

　

当
日
は
、
太
極
拳
の
演
舞
や
秋
田

の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
『
プ
ラ
モ
』
の

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
大
道
芸
の
ス
テ
ー
ジ
、

イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
取
り
や
ポ
ニ
ー
馬

車
運
行
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
園

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ヌ
ー
体
験
で
は
、
雄
物
川
カ
ヌ

ー
ク
ラ
ブ
の
指
導
に
よ
り
、
一
人
乗

り
カ
ヤ
ッ
ク
や
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ

ー
な
ど
の
体
験
搭
乗
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
せ
せ
ら
ぎ
水
路
で
行
わ

れ
た
イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
取
り
で
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
片
手
に
大
は
し
ゃ
ぎ

す
る
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ

ピ
ネ
ッ
ツ
の
選
手
た
ち
が
会
場
に
到

着
。
子
ど
も
た
ち
相
手
の
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
で
は
、
リ
ン
グ
に
手
を
伸
ば
し
て

ダ
ン
ク
シ
ュ
ー
ト
を
き
め
る
と
、
周

り
か
ら
大
き
な
ど
よ
め
き
と
笑
い
が

起
き
て
い
ま
し
た
。

　

突
然
の
雨
に
見
舞
わ
れ
た
今
年
の

わ
く
わ
く
フ
ェ
ア
で
し
た
が
、
予
定

し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
は
す
べ
て
終
了
。

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
広
い
公
園
に

こ
だ
ま
す
る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。



市政情報便  市役所からのお知らせ

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

選　挙ＨＰページ番号／000013691
　

任
期
満
了
に
伴
い
10
月
20
日
に

執
行
さ
れ
る
横
手
市
長
選
挙
と
横

手
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候

補
予
定
者
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

立
候
補
届
出
や
選
挙
公
営
の
手

続
き
、
選
挙
運
動
な
ど
の
説
明
の

ほ
か
、
立
候
補
に
必
要
な
書
類
を

配
布
し
ま
す
。

《
横
手
市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説

明
会
》

◆
日
時
／
９
月
８
日（
日
）午
前
10

　

時
〜
（
受
付
は
午
前
９
時
〜
）

◆
場
所
／
南
庁
舎
講
堂

《
横
手
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候

補
予
定
者
説
明
会
》

◆
日
時
／
９
月
８
日（
日
）午
後
２

　

時
〜
（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

◆
場
所
／
南
庁
舎
講
堂

※
立
候
補
予
定
者
１
名
に
つ
き
、

　

２
名
以
内
の
参
加
と
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
南
庁
舎

　

内
）  

３
５
‐
２
１
６
１

横
手
市
長
選
挙
・
横
手
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
お
知
ら
せ

住宅改修
　

５
月
下
旬
か
ら
、
一
定
要
件
を

満
た
す
住
宅
改
修
工
事
等
を
行
う

方
に
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る

雪
国
よ
こ
て
安
全
安
心
住
宅
普
及

促
進
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
受
付
件
数
を
１
５
０

件
程
度
と
見
込
ん
で
お
り
、
予
算

が
な
く
な
り
次
第
、
終
了
に
な
り

ま
す
。
７
月
末
現
在
、
76
件
の
申

し
込
み
が
あ
り
ま
す
の
で
、
補
助

制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
早
め

の
事
前
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
工
事

①
雪
対
策
の
た
め
の
改
修
工
事

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
改
修
工
事

③
省
エ
ネ
・
断
熱
化
改
修
工
事

④
耐
震
改
修（
補
強
）・
改
築
工
事

※
④
耐
震
改
築
工
事
に
対
す
る
補

　

助
金
は
、
普
及
促
進
の
た
め
国

　

庫
補
助
金
の
上
乗
せ
を
活
用
し

　

当
初
の
上
限
80
万
円
を
１
１
０

　

万
円
に
増
額
し
ま
し
た
。
昭
和

　

56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し

　

た
住
宅
を
改
築
さ
れ
る
場
合
は

　

対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

　

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　

３
５
‐
２
２
２
４

雪
国
よ
こ
て
安
全
安
心
住
宅
普
及
促
進
事
業
の
申
請
状
況

ＨＰページ番号／000001428

ＨＰページ番号／000015702
◆
職
種
・
採
用
予
定
人
数

＊【
管
理
栄
養
士
】
１
名
程
度

＊【
介
護
福
祉
士
】
２
名
程
度

◆
受
験
資
格

＊
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方

＊
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
に
必
要
な
免

　

許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成

　

26
年
３
月
ま
で
に
実
施
さ
れ
る

　

国
家
試
験
に
よ
り
免
許
取
得
見

　

込
み
の
方

＊
採
用
後
、
通
勤
に
支
障
の
な
い

　

範
囲
に
居
住
で
き
る
方

◆
試
験
日
・
場
所

　

９
月
23
日（
月
）・
市
立
大
森
病
院

◆
受
付
期
間

　

８
月
15
日（
木
）〜
９
月
13
日（
金
）

　

※
必
着

※
試
験
案
内
等
は
市
立
大
森
病
院

　

に
あ
り
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す

　

る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
『
職

　

員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
』

　

と
朱
書
き
し
、
宛
先
を
明
記
し

　

て
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

　

信
用
封
筒
（
角
形
２
号
）
を
同

　

封
の
上
、
市
立
大
森
病
院
総
務

　

課
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
申
込

　

用
紙
等
は
市
立
大
森
病
院
の
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
み
】

　

〒
０
１
３
‐
０
５
２
５　

　

横
手
市
大
森
町
字
菅
生
田
２
４

　

５
‐
２
０
５

　

市
立
大
森
病
院
総
務
課

　
　

２
６
‐
２
１
４
１

〜
平
成
26
年
４
月
１
日
採
用
〜　

大
森
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

採　用教　育ＨＰページ番号／000015524
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

市
で
は
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
幼
児
期
か
ら
読
書
習
慣
を

身
に
つ
け
、
読
書
の
楽
し
さ
や
大

切
さ
を
学
び
、
生
き
る
力
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
『
横
手
市

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
』
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
推
進
計

画（
案
）へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
限

　

９
月
８
日（
日
）

◆
推
進
計
画(

案)

の
閲
覧
方
法

　

各
図
書
館
で
開
館
時
間
内
に
閲

覧
で
き
ま
す
。

＊
横
手
図
書
館
／
午
前
10
時
〜
午

　

後
７
時
（
土
・
日
は
午
後
６
時

　

ま
で
）、
水
曜
日
休
館

＊
増
田
図
書
館
／
午
前
10
時
〜
午

　

後
６
時
、
月
曜
日
休
館

＊
平
鹿
図
書
館
／
午
前
10
時
〜
午

　

後
６
時
、
火
曜
日
休
館

＊
雄
物
川
図
書
館
／
午
前
10
時
〜

　

午
後
６
時
、
水
曜
日
休
館

＊
大
森
図
書
館
／
午
前
10
時
〜
午

　

後
８
時
（
土
・
日
は
午
後
６
時

　

ま
で
）、
火
曜
日
休
館

＊
十
文
字
図
書
館
／
午
前
10
時
〜

　

午
後
６
時
、
水
曜
日
休
館

＊
山
内
図
書
館
／
午
前
９
時
〜
午

　

後
５
時
、
土
・
日
曜
日
休
館

＊
大
雄
図
書
館
／
午
前
９
時
〜
午

　

後
５
時
、
月
・
木
曜
日
と
毎
月

　

第
３
日
曜
日
休
館

◆
意
見
の
提
出
方
法

　

各
図
書
館
に
あ
る
提
出
用
紙
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
の
所
定

の
事
項
を
明
記
し
て
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
最
寄
り

の
図
書
館
に
持
参
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
匿
名
で
の
ご
意
見
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　

〒
０
１
３
‐
０
０
２
１

　

横
手
市
大
町
７
‐
９

　

横
手
図
書
館

　
　

３
２
‐
２
６
６
２　

　
　
　

　
　
３
２
‐
５
８
３
０

横
手
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画（
案
）へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

平成25年度横手市優良工事表彰

優れた技術をたたえ11社 20人を表彰
　

市
が
発
注
し
た
建
設
工
事
の
う
ち
、

平
成
24
年
度
中
に
完
成
し
た
３
０
０

万
円
以
上
の
工
事
１
６
８
件
の
中
か

ら
、
特
に
優
れ
た
工
事
が
９
件
選
ば

れ
、
工
事
を
行
っ
た
請
負
業
者
11
社

と
技
術
者
９
人
が
８
月
７
日
に
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◆
市
道
福
嶋
西
線
道
路
新
設
工
事

　

株
式
会
社
吉
田
建
設
代
表
取
締
役

　

吉
田
博
行
、
現
場
代
理
人　

佐
藤

　

広
◆
平
成
23
年
度
市
道
静
町
赤
坂
線
歩

　
道
新
設
工
事

　

創
和
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　

社
長　

小
原
朗
、
現
場
代
理
人　

　

又
井
正
雄
（
故
人
）

◆
平
成
23
年
度
市
道
杉
沢
安
本
線
舗

　
装
新
設
工
事

　

西
田
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　

西
田
勉
、
現
場
代
理
人　

中
村
貴

　

幸
◆
平
成
23
年
度
市
道
平
野
沢
線
橋
梁

　
架
替
工
事

　

創
和
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　

社
長　

小
原
朗
、
現
場
代
理
人　

　

浅
利
巧

◆
横
手
駅
東
口
駅
前
広
場
改
修
工
事

　

株
式
会
社
吉
田
建
設
代
表
取
締
役

　

吉
田
博
行
、
現
場
代
理
人　

吉
田

　

昌
平

◆
横
手
駅
東
口
駅
前
交
流
広
場
シ
ェ

　
ル
タ
ー
設
置
工
事

　

横
手
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　

武
茂
広
行
、
現
場
代
理
人　

阿
部

　

芳
和

◆
横
手
北
中
学
校
建
設
工
事(

電
気
設

　
備)

　

羽
後
電
設
工
業
・
村
岡
電
業
社
・

　

伊
藤
電
気
横
手
北
中
学
校
建
設
工

　

事
（
電
気
設
備
）
特
定
建
設
工
事

　

共
同
企
業
体
羽
後
電
設
工
業
株
式

　

会
社
横
手
営
業
所
取
締
役
所
長　

　

佐
々
木
正
義
、
株
式
会
社
村
岡
電

　

業
社
代
表
取
締
役　

村
岡
義
則
、

　

伊
藤
電
気
株
式
会
社
横
手
営
業
所

　

長　

鈴
木
善
昭
、
現
場
代
理
人　

　

佐
藤
長
幸

◆
横
手
北
中
学
校
建
設
工
事(

機
械
設

　
備)

　

横
手
水
道
工
業
・
平
鹿
設
備
工
業

　

横
手
北
中
学
校
建
設
工
事
（
機
械

　

設
備
）
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

　

体　

横
手
水
道
工
業
株
式
会
社
代

　

表
取
締
役
社
長　

栗
林
徹
、
平
鹿

　

設
備
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　

佐
藤
俊
雄
、
現
場
代
理
人　

杉
山

　

明
実

◆
横
手
北
中
学
校
建
設
工
事(
建
築
本

　
体
等)

　

創
和
建
設
・
半
田
工
務
店
・
大
和

　

組
横
手
北
中
学
校
建
設
工
事
（
建

　

築
本
体
等
）
特
定
建
設
工
事
共
同

　

企
業
体　

創
和
建
設
株
式
会
社
代

　

表
取
締
役
社
長　

小
原
朗
、
株
式

　

会
社
半
田
工
務
店
代
表
取
締
役　

　

半
田
隆
夫
、
株
式
会
社
大
和
組
代

　

表
取
締
役　

大
和
康
範
、
現
場
代

　

理
人　

佐
藤
文
夫

 

ヤマト運輸と災害援助協定締結 

災害時の円滑な物資輸送に
　

７
月
30
日
、
市
役
所
南
庁
舎
で
、

市
と
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
秋
田
主

管
支
店
と
の
間
で
、
災
害
時
に
お
け

る
緊
急
物
資
輸
送
お
よ
び
緊
急
物
資

拠
点
の
運
営
等
に
関
す
る
協
定
の
締

結
式
が
行
わ
れ
、
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式

会
社
秋
田
主
管
支
店
・
末
次
龍
一
支

店
長
と
五
十
嵐
市
長
が
協
定
書
を
取

り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
災
害
時
に
備
え
、
自
治

体
や
公
共
機
関
・
民
間
事
業
者
等
と

の
援
助
協
定
締
結
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
援
助
協
定
に
よ
り
、
災
害
時
に

お
け
る
支
援
物
資
等
の
緊
急
輸
送
や
、

物
資
拠
点
の
運
営
な
ど
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
長
は
「
沿
岸
部
で
災
害
が
発
生

し
た
際
は
、
後
方
支
援
拠
点
と
し
て

の
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。
物
流
事
業

者
と
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
る

ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
と
の
協
定
は
、

市
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
と

考
え
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。協定書を手にするヤマト運輸・末次

支店長（左）と五十嵐市長

５カ所目となる井戸寄贈 

緊急時の水源を確保
　

奥
山
ボ
ー
リ
ン
グ
株
式
会
社
（
奥

山
和
彦
社
長
）
が
、
雄
物
川
地
域
局

駐
車
場
内
に
掘
削
し
て
い
た
井
戸
が

完
成
し
、
７
月
29
日
に
市
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
手
押
し
式
の
井

戸
は
、
災
害
時
な
ど
の
重
要
な
水
源

と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。
鉄
分
や
マ

ン
ガ
ン
を
含
む
た
め
飲
用
と
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
断
水
時
に
は

洗
濯
水
や
ト
イ
レ
用
水
な
ど
多
目
的

に
使
用
で
き
ま
す
。

　

雄
物
川
地
域
局
の
杉
山
哲
局
長
は
、

引
渡
し
に
立
ち
会
っ
た
同
社
技
術
本

部
・
近
江
久
建
設
部
長
に
「
災
害
時

に
水
源
を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
。

有
効
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

　

同
社
か
ら
の
寄
贈
は
、
十
文
字
、

平
鹿
、
大
雄
、
大
森
に
続
き
５
カ
所

目
と
な
り
「
各
地
域
に
い
き
わ
た
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
支
援
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

関係者に水質などの説明をする近江
建設部長（左から２人目）

  

市政の窓行政報告 



Topics

新たな発見がいっぱい
■横手市科学お楽しみ広場

液体チッ素でバラの花が凍る様子を興味深く見つめる子どもたち

　子どもたちが夏休みを迎えた７月26日、市内の小学生
に『科学』への関心を高めてもらうために横手市科学お
楽しみ広場が、田根森小学校で行われました。11種類の
実験や体験コーナーが用意され、理科の教諭らと一緒に
横手清陵学院の中学生や高校生も講師を務めました。
　液体チッ素を使った『－196℃の世界で遊ぼう』と題
した実験では、バラの花やバナナが短時間で凍る様子や
二酸化炭素がドライアイスに変化する状態に、子どもた
ちは驚きながらも科学のおもしろさを体験していました。

■『ごりやく君』切手シート完成（雄物川）

商店会振興の目玉に

　雄物川町今宿のご利益通り商店会では、マスコットキ
ャラクターの『ごりやく君』のオリジナル切手シートを
作成しました。『ごりやく君スマイルショッピング』と
銘打ったイベント期間中、抽選会の特別賞として提供さ
れるほか、参加店が営業活動などで使用します。
　イベントは10月25日まで行われ、毎月第４金曜日に切
手シートや商品券が当たる抽選会を実施。毎週金曜日に
は、地元の食材を生かした『産直市スマイルマーケット』
を開催し、地域に密着した販売を展開していきます。

 

ごりやく君オリジナル切手シート、総菜などが販売される産直市

 （大森）

　今年で44回目を迎えた田楽灯ろうコンクールが７月
19日、大森地域で開催され、大森小学校の児童や保育
園の園児など約120人が参加しました。大森小３年生
の児童は、総合的学習の時間に灯ろう作りに取り組み
色鮮やかな灯ろうを完成させました。子どもたちは元
気に町内を練り歩き、伝統行事を楽しんでいました。

伝統行事で思い出づくり

■増田高校書道パフォーマンス（増田）

書道でみんなを元気に！

　７月22日、特別養護老人ホームいきいきの郷で「地域
交流を通じて書道の楽しさを感じてもらおう」と、増田
高校の書道部が書道パフォーマンスを披露しました。
　古今和歌集の中から春・夏・秋・冬の歌をそれぞれ題
材として選び、縦４㍍、横６㍍の和紙に音楽に合わせて
リズム良く書き進め、最後に施設利用者と部員が共同で、
歌の周りにサギとアジサイの絵を書き添えました。
　パフォーマンス終了後、生徒たちは施設利用者全員と
握手を交わし、涙を浮かべ別れを惜しんでいました。施設利用者の温かい手拍子の中、書き上げられた作品

　影絵界の第一人者・藤城清治氏の作品展が９月８日ま
で、秋田県立近代美術館で開催されています。秋田県ゆ
かりの作品を含め約200点が展示され、光と影が織り成す
幻想的な世界に、来場者は見入っていました。
　８月３日に行われたサイン会は、多くのファンでにぎ
わい、仙台市から訪れた浅沼寛子さんは「子どもの頃か
ら大ファンで、先生に会いたくて駆け付けました」と笑
顔でサインを受け取っていました。サイン会は８月17日、
18日、９月７日にも開催される予定です。　

■光のシンフォニー『藤城清治の世界展』（横手）

色鮮やかな作品が来場者を魅了（上・下）、サイン会（右）の様子

色彩と光が奏でる夢の世界

　７月29日、子どもたちに夢をもってもらいたいとＹ2ぷ
らざで、夏休み公開講座が開催されました。
　はじめに山形県加茂水族館の村上龍男館長が、客足が
遠のいた水族館を、クラゲの展示で日本でも有数の人気
の水族館とした経験をもとに「若い人には何でも挑戦し
てほしい」と講演。また、北海道旭山動物園の小菅正夫
前園長は「夢に向かって努力することが大事。あきらめ
てはいけない」と話しました。高校生や、親子連れなど
約130人が参加し、貴重な体験談を真剣に聞いていました。 村上龍男館長（左）と小菅正夫前園長（右）が自身の人生からアドバイス

未来ある子どもたちへ伝えたい
■夏休み公開講座『どうぶつのお医者さん』（横手）

  ８月３日・４日、ものづくりを通じてエコを体験して
もらう『エコライフフェスタ25』が、よこてイーストで開
催されました。ＣＤ等を利用して作るコマやリサイク
ルキャンドル、伐採木を使った名札作りなどに夢中で
取り組む子どもたち。親子連れの参加者は「家族でエ
コを考える機会になりました」と話してくれました。

 エコライフフェスタ25 （横手）

旨みをつける調味料はグループ全員でしっかり計量

横手やきそばをもっとおいしく

　横手やきそばの付け合わせに欠かせない『福神漬け』
作りが、７月19日に福地小学校で行われ、５年生の児童
21人が挑戦しました。横手やきそば応援企画としては、
小麦とキャベツに続くもので、野菜の刻みや脱塩、刻ん
だ野菜への味付けなどを行い、完成品はいぶりがっこが
入った横手オリジナル福神漬けとして、８月31日からの
横手やきそば四天王決定戦でお披露目となります。
　また、小麦の収穫も始まり、キャベツと合わせて、地
元食材による横手やきそば作りが進んでいます。

■いぶりがっこ入り福神漬けに挑戦（雄物川）

（大森）

  ８月１日、大森地域の旧前田公民館前で、ドライバ
ーに、安全運転を呼びかけるチラシと手作りの『交通
安全ミニ草履』の配布が行われました。前田老人クラ
ブ（守屋寿会長）の会員が行ったもので、そろいのベ
ストに身を包み「気をつけて運転してください」とド
ライバーに声をかけながら手渡していました。

安全運転を呼びかける （雄物川）

  ８月５日、雄物川町沼館・今宿地区で、伝統の鹿嶋
祭りが行われました。あいにくの雨模様となりました
が、子どもたちは元気に飾り灯ろうを手に町内を練り
歩き、家々から厄を背負った人形を受け取りました。
通りには子どもたちの『かしま、かしま』の掛け声と
威勢のよい太鼓の音が響きました。

灯ろうを手に無病息災を祈る



市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

市議会９月定例会開催（予定）のお知らせ市議会９月定例会開催（予定）のお知らせ

　市議会の傍聴を希望される方は、横手庁舎７階の
傍聴席に直接お越しください。なお、団体での傍聴
は事前に議会事務局までご連絡ください。
◆会　期
　８月26日（月）から９月20日（金）までの26日間
◆日　程
　８月26日（月）本会議【開会、市長所信説明ほか】
　８月27日（火）本会議【決算審査】
　９月３日（火）本会議【会派代表質問】
　９月４日（水）本会議【一般質問】
  ９月５日（木）本会議【一般質問】
　９月６日（金）本会議【一般質問】
　９月20日（金）本会議【各委員長報告ほか、閉会】
◆時　間　午前10時から
　※20日は予算特別委員会終了後に開催予定
◆場　所　横手庁舎６階議場（傍聴席は７階）
◆問合せ　市議会事務局（横手庁舎６階）
　　　　　　32-2535

ＨＰページ番号000015533ＨＰページ番号000015533

教育委員会短信教育委員会短信
　問合せ 教育総務課 　32-2402　問合せ 教育総務課 　32-2402●

７月
ＨＰページ番号000014583ＨＰページ番号000014583

■７月定例教育委員会の審議内容（７月22日）
◎横手市指定有形文化財の指定について　　谷藤家住
　宅、座敷蔵および味噌蔵を横手市指定有形文化財（建
　造物）に指定。
◎教育に関する事務の点検・評価報告書（平成24年度
　実績）　　今後点検・評価報告書を議会に報告し、
　市民の皆さんに公表します。

補助対象経費
①新設または全面改修に係る経費
②修理費(１件２万円以上が対象）
③電気料金
①新設または全面改修に係る経費
②修理費(１件２万円以上が対象）
③電気料金
①小型除雪機の取得に係る経費
②修理費(１件２万円以上が対象）
③燃料費
①融雪機器の設置に係る経費
②修理費(１件２万円以上が対象）
③燃料費

補助額
経費の２分の１以内（上限130万円）
経費の２分の１以内（上限100万円）
経費の２分の１以内
経費の２分の１以内（上限100万円）
経費の２分の１以内（上限75万円）
経費の２分の１以内
経費の２分の１以内（上限30万円）
経費の２分の１以内（上限10万円）
経費の２分の１以内(上限３万円）
経費の２分の１以内（上限30万円）
経費の２分の１以内（上限10万円）
経費の２分の１以内(上限３万円）

◆除雪活動団体の届出・補助金交付申請の受付期間　
　１回目：９月２日（月）～13日（金）
　２回目：10月１日（火）～31日（木）
　※詳細は、市のホームページに掲載しています。
◆申請書類提出先
　各地域局産業建設課
◆問合せ
　市建設部建設監理課（水道庁舎内）
　　32-2406、または各地域局産業建設課

◆補助金を利用するには
・補助を受けるためには、除排雪を行おうとする道路
　の延長や利用戸数に一定の条件があります。
・すでに流雪溝や消融雪施設が整備されている地区は
　補助対象になりません。
・緊急性や必要性を調査して、予算の範囲内で補助金
　交付の可否を決定します。
・補助を受けるためには、除雪活動団体としての届出
　が必要です。

　市では、町内会や集落等の団体に対し、市道や公衆用道路等の除排雪を行うための消雪パイプ等の設置費や小
型除雪機械等の購入費の一部を補助します。
◆補助対象経費と補助額

市民の皆さんと協働による防雪のまちづくりを進めています
～横手市除雪活動費補助金のお知らせ・ＨＰページ番号／000001561～
市民の皆さんと協働による防雪のまちづくりを進めています
～横手市除雪活動費補助金のお知らせ・ＨＰページ番号／000001561～

区分

１．消雪パイプ施設

２．融雪溝（流雪溝）施設

３．除雪機械

４．融雪機器

　アメシロ防除の助成　アメシロ防除の助成
　市では町内会などでアメシロの共同防除をする場合、
費用の一部を助成しています。
◆交付内容／町内会など防除を行った団体・１戸につ
　　　　　　き100円　※２回分まで
◆申請期限／９月30日（月）
◆問 合 せ／各地域局産業建設課または、市産業経済
　　　　　　部農林整備課（県平鹿地域振興局内）
　　　　　　　32-2114

ＨＰページ番号000001364ＨＰページ番号000001364

地域交流
　

市
町
村
と
県
に
よ
る
秋
田
県
高

齢
化
等
集
落
対
策
協
議
会
主
催
の

『
あ
き
た
元
気
ム
ラ
大
交
流
会
』が

横
手
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

小
さ
く
て
も
伝
統
行
事
を
守
り

続
け
て
い
る
集
落
や
、
地
域
資
源

を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組

む
集
落
な
ど
、
県
内
か
ら
た
く
さ

ん
の
集
落
が
参
加
し
ま
す
。
多
く

の
地
域
の
方
々
と
交
流
で
き
る
機

会
で
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ

る
集
落
や
町
内
会
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

◆
日
時
／
９
月
８
日（
日
）午
前
11

  

　

時
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
秋
田
ふ
る
さ
と
村『
ド
ー

　

ム
劇
場
』 

◆
内　

容
／

①
県
内
参
加
集
落
の
紹
介 

②
が
ん
ば
る
集
落
の
取
り
組
み
発

　

表 

③
自
慢
の
逸
品
・
お
宝
を
囲
ん
で

　

の
交
流
タ
イ
ム

◆
参
加
費
／
無
料

◆
応
募
期
限
／
８
月
26
日（
月
）

【
応
募
先
・
問
合
せ
】

　

市
総
務
企
画
部
経
営
企
画
課（
南

　

庁
舎
内
）　

３
５
‐
２
１
６
４

『
あ
き
た
元
気
ム
ラ 

大
交
流
会
２
０
１
３
』の
開
催

ＨＰページ番号／000015697講　座
　

後
三
年
合
戦
関
連
遺
跡
の
一
つ

で
あ
る
沼
柵
。
最
近
10
年
間
の
発

掘
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
周
辺
は

県
内
随
一
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
古
代

遺
跡
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
て

の
発
掘
調
査
の
結
果
報
告
と
遺
物

展
示
を
行
う
ほ
か
、
沼
柵
と
小
野

寺
氏
の
関
わ
り
に
つ
い
て
基
調
講

演
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
７
日（
土
）午
前
10

　

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

◆
会
場
／
雄
物
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー
※
入
場
は
無
料
で
す
。

【
第
１
部
】

　

市
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
会  

＊『
神
谷
地
遺
跡
』元
秋
田
県
文
化

　

財
保
護
室
長
・
大
野
憲
司
氏 

＊『
造
山
遺
跡
群
』秋
田
県
教
育
委

　

員
会
・
五
十
嵐
一
治
氏

＊
市
文
化
財
保
護
課
か
ら
の
報
告

【
第
２
部
】

　

基
調
講
演
『
沼
舘
地
域
と
小
野

　

寺
氏
』
中
央
大
学
教
授
・
白
根

　

靖
大
氏

【
問
合
せ
】

　

市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

　
（
か
ま
く
ら
館
内
）

　
　

３
２
‐
２
４
０
３

平
成
25
年
度　

後
三
年
合
戦
沼
柵
公
開
講
座

ＨＰページ番号／000015717

墓　園ＨＰページ番号／000001334
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

応
募
者
多
数
の
場
合
お
よ
び
区

画
場
所
に
つ
い
て
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。

◆
申
込
条
件

　

市
内
に
住
所
か
本
籍
を
有
す
る

方
を
対
象
と
し
ま
す
。
本
籍
が
市

内
に
あ
り
現
住
所
が
市
外
の
方
は

市
内
で
独
立
の
生
計
を
営
む
代
理

人
が
必
要
に
な
り
ま
す
。　

　

現
在
、
遺
骨
を
自
宅
等
に
一
時

保
管
し
て
い
る
方
で
、
埋
葬
す
る

お
墓
が
な
い
方
を
優
先
し
ま
す
。

※
埋
火
葬
許
可
証
等
が
必
要
で
す
。

◆
所
在
地

　

前
郷
字
兀
山
１
１
５
番
地

◆
募
集
区
画

《
園
路
墓
地
》

　

土
地
の
み
の
墓
地
で
規
定
の
範

囲
内
で
、
自
由
な
形
態
の
墓
石
を

建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
規
格
／
間
口
２
ｍ
×
奥
行
３
ｍ

＊
募
集
区
画
数
／
11
区
画

＊
永
代
使
用
料
／
31
万
円

＊
年
間
管
理
手
数
料
／
２
，５
２
０

　

円
《
規
制
墓
地
》

　

お
骨
を
入
れ
る
カ
ロ
ー
ト
付
で

規
定
さ
れ
た
墓
石
と
花
立
て
は
使

用
者
が
建
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
規
格
／
間
口
２
ｍ
×
奥
行
２
ｍ

＊
募
集
区
画
数
／
16
区
画

＊
永
代
使
用
料
／
23
万
円

＊
年
間
管
理
手
数
料
／
１
，６
８
０

　

円　
◆
申
込
方
法

　

生
活
環
境
課
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
所
定
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

　

８
月
21
日（
水
）〜
９
月
11
日（
水
）

　

※
土
日
を
除
く
・
受
付
時
間
は

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
問
合
せ
】　

　

市
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課（
横

　

手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
８
４

今
年
度
造
成
分
の
前
郷
墓
園
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

ＨＰページ番号／000005797 寄　付
　
『
ふ
る
さ
と
納
税
』
寄
付
金
は
、

随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

市
民
の
皆
様
か
ら
も
ご
親
族
の
方

な
ど
に
、
横
手
市
を
応
援
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
声
が
け
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
付

し
て
い
た
だ
く
と
、
所
得
税
や
お

住
ま
い
の
自
治
体
の
住
民
税
が
控

除
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
総
務
企
画
部
経
営
企
画
課（
南

　

庁
舎
内
）　

３
５
‐
２
１
６
４

ふ
る
さ
と
へ
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

〜
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
状
況
〜

◆寄付を申し込まれた方々(４月１日～７月31日)

（－）は申し込まれた方が公表を希望しない箇所です

氏 名 （住所）
佐野 裕也さん(埼玉県毛呂山町）
佐野 ミヤ子さん（埼玉県毛呂山町）
石井 隆良さん（東京都品川区）
木曽 進さん（千葉県市川市）
早川 たけ子さん（東京都八王子市）
布施 義男さん（千葉県船橋市）
佐藤 正男（東京都板橋区）
藤井 京子さん（市内）
千田 謙蔵さん（市内）
田辺 誠治さん（東京都渋谷区）
小島 浩光さん（東京都品川区）
工藤 久美子さん（－）
匿名希望の方５人

金額
200,000円   
200,000円
100,000円
（－）
 10,000円
 10,000円
（－）
52,600円
（－）
（－）
400,000円
（－）
（－）

受付期間
４月１日～７月31日

件数
17件

金額
1,612,600円

◆寄付件数と金額
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果
樹
試
験
場
参
観
デ
ー　

　
　

　

家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◆
日
時
／
９
月
７
日（
土
）午
前
９
時

　

〜
午
後
３
時
30
分
※
入
場
無
料

◆
場
所
／
県
果
樹
試
験
場(

平
鹿
町)

◆
内
容
／
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
苗
木
プ
レ

　

ゼ
ン
ト（
先
着
３
０
０
人
）、果
樹
栽

　

培
講
座
、
リ
ン
ゴ
も
ぎ
取
り
体
験

　
（
小
学
生
以
下
）、ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
等

◆
問
合
せ
／
県
果
樹
試
験
場

　
　

２
５
‐
４
２
２
４

　
　

弁
護
士
に
よ
る
『
無
料
法
律

　
　

相
談
』
開
催

　

男
女
間
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
法
的
な

解
決
を
必
要
と
す
る
方
が
対
象
で
す
。

◆
日
時
／
９
月
３
日（
火
）午
後
１
時

　

〜
３
時
（
一
人
30
分
）

◆
場
所
／
横
手
保
健
所

◆
定
員
／
４
名

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
秋
田
県
中
央

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　

０
１
８
‐
８
３
６
‐
７
８
４
６

　
　
　
　

　
　

介
護
で
の
困
り
事
解
決
の
ヒ

　
　

ン
ト
に
！『
か
い
ご
教
室
』

　

介
護
食
と
食
事
の
介
助
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
21
日（
水
）午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
浅
舞
公
民
館

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
み
／
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
本
部　

３
６
‐
５
３
７
７
ま
た

　

は
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　

　
　

求
職
者
支
援
訓
練
『
一
か
ら

　
　

は
じ
め
る
事
務
習
得
科
』　

　

３
カ
月
間
、簿
記
・
労
務
管
理
の
基

礎
や
ワ
ー
プ
ロ
操
作
等
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
26
日（
木
）〜
12
月
25

　

日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時
50

　

分
（
土
日
、
祝
日
は
休
み
）

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
受
講
費
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
定
員
／
15
人
※
９
月
６
日（
金
）午

　

後
１
時
か
ら
面
接
等
で
選
考

◆
申
込
期
限
／
９
月
２
日（
月
）

◆
申
込
み
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　
　

３
２
‐
１
１
６
５

　
　

市
内
名
所
を
巡
る
半
日
観
光  

　
　

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

◆
日
時
／
９
月
３
日（
火
）午
前
８
時

　

45
分
〜

◆
集
合
場
所
／
南
庁
舎
向
か
い
防
雪

　

セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

◆
コ
ー
ス
／
横
手
の
歴
史
と
文
化
コ

　

ー
ス
（
武
家
屋
敷
、
旧
日
新
館
、

　

石
坂
洋
次
郎
文
学
記
念
館
ほ
か
）

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆
参
加
費
／
３
０
０
円（
資
料
代
等
）

◆
申
込
み
／
横
手
市
観
光
協
会

　
　

３
３
‐
７
１
１
１

　
　
『
市
民
医
学
講
座
』に
ご
参
加

　
　

く
だ
さ
い

◆
内
容
／
①
認
知
症
の
時
代
を
生
き

　

る（
講
師
・
湊
浩
一
郎
医
師
）
②
認 

 

知
症
予
防
の
最
新
情
報（
講
師
・
鳥 

 

取
大
学
医
学
部
・
浦
上
克
哉
教
授
）

◆
日
時
／
８
月
31
日(

土)

午
後
２
時

　

〜
４
時
※
参
加
無
料

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館

◆
問
合
せ
／
横
手
市
医
師
会
事
務
局

　
　

３
３
‐
６
９
１
１

　
　

秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

　
　

交
流
会
開
催

　

ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
選
手
と
一
緒
に
フ

リ
ー
ス
ロ
ー
大
会
や
サ
イ
ン
会
、
抽

選
会
等
を
行
い
ま
す
。
会
場
で
は
飲

食
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
ま
す
。
食
券

（
２
，０
０
０
円
）は
、前
売
り
中
で
す
。

◆
日
時
／
９
月
６
日（
金
）午
後
６
時

　

〜
８
時
30
分

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ

　

ツ
横
手
市
後
援
会
事
務
局
（
市
体

　

育
協
会
内
）　

３
８
‐
８
１
２
２

　
　
『
品
質
管
理
・
初
級
実
務
講

　
　

習
会
』

◆
日
時
／
９
月
11
日(

水)

、12
日(

木)

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
市
総
合
技
能
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／
１
０
，
０
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
９
月
２
日(

月)

◆
申
込
み
／
横
手
地
方
職
業
能
力
開

　

発
協
会　

３
２
‐
５
７
８
３
　

　
　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー　

　
　
『
ワ
ー
ド
の
応
用
』

◆
日
時
／
９
月
５
日（
木
）・６
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
定
員
／
10
人
※
勤
労
者
対
象

◆
参
加
費
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
場
所
・
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門

　

校　

０
１
８
７
‐
６
２
‐
６
３
２
１

　

 

                
　
　

家
族
で
映
画
を
楽
し
も
う

　
　

『
わ
い
わ
い
映
画
祭
』
開
催

　

環
境
保
護
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画

『
ロ
ラ
ッ
ク
ス
お
じ
さ
ん
の
秘
密
の

種
』
を
上
映
し
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
21
日（
水
）午
前
10
時

　

30
分
〜
（
上
映
時
間
86
分
）

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
参
加
費
／
無
料

◆
問
合
せ
／
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

３
２
‐
２
４
２
６

　
　

妊
婦
さ
ん
集
ま
れ
〜
♪『
マ
タ

　
　

ニ
テ
ィ
・
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
』

　

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
ア

ロ
マ
の
香
り
で
心
と
体
を
癒
し
ま
し

ょ
う
。
子
育
て
情
報
も
満
載
で
す
。

◆
日
時
／
９
月
10
日（
火
）午
前
10
時

　

15
分
〜
11
時
45
分

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
参
加
費
／
８
０
０
円

◆
定
員
／
10
人

◆
申
込
期
限
／
９
月
４
日（
水
）

◆
申
込
み
／
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

３
２
‐
２
４
２
６

　
　

障
が
い
者
総
合
相
談
会

　
　

   　
　

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
、
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
に
相

談
内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
９
月
５
日(

木)

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
横
手
市
自
立
支
援
協
議

　

会
（
市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

内
）　

３
５
‐
２
１
３
２　
　

　
　
『
沐
浴
教
室
』参
加
者
募
集

　

赤
ち
ゃ
ん
を
安
心
し
て
お
風
呂
に

入
れ
る
た
め
の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
10
日（
火
）午
前
10
時

　

〜
11
時

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／
無
料

◆
対
象
／
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族

◆
定
員
／
５
組
※
要
申
込
み

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課　

３
３
‐
９
６
０
０

　
　

第
５
回
育
児
講
座『
レ
ッ
ツ
！

　
　

エ
ン
ジ
ョ
イ
♪
リ
ズ
ム
遊
び
』

　

音
楽
療
法
士
の
日
沼
郁
子
氏
を
講

師
に
迎
え
、
子
ど
も
と
大
人
で
楽
し

め
る
リ
ズ
ム
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
６
日(

金)

午
前
10
時

　

20
分
〜
11
時
20
分

◆
場
所
／
た
い
ゆ
う
保
育
園

◆
参
加
費
／
無
料

◆
対
象
／
未
就
園
児
と
そ
の
家
族

◆
定
員
／
30
組

◆
申
込
期
間
／
８
月
19
日(

月)

〜
28

　
日（
水)

◆
申
込
み
／
大
雄
子
育
て
支
援
セ
ン

　

タ
ー　

５
６
‐
５
０
６
１

　
　

　
　

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　

講
習
会

【
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、ネ
ッ
ト
販
売
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
基
礎
講
習
】

◆
日
時
／
８
月
23
日（
金
）〜
30
日（
金)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※
土
日
休
み

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
参
加
費
／
無
料

◆
対
象
／
求
職
者
、
農
業
従
事
者
、

　

ネ
ッ
ト
事
業
等
に
興
味
の
あ
る
方

◆
定
員
／
10
人
※
書
類
選
考
に
よ
る

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

  

会
事
務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工

  

労
働
課
内
）　

３
３
‐
３
８
９
９

　
　

講
演
会
『
新
し
い
町
内
会
・

　
　

自
治
会
を
つ
く
ろ
う
』

　

講
師
に
都
市
計
画
家
・
小
地
沢
将

之
氏
を
迎
え
、
地
域
づ
く
り
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
25
日（
日
）午
後
２
時

　

〜
４
時（
受
付
午
後
1
時
30
分
〜
）

◆
場
所
／
増
田
地
区
多
目
的
研
修
セ

　

ン
タ
ー
（
増
田
庁
舎
隣
）

◆
参
加
費
／
無
料

◆
問
合
せ
／
増
田
地
域
セ
ン
タ
ー
運

　

営
協
議
会　

４
５
‐
５
５
５
６

　
　
『
元
気
あ
き
た
資
金
』の
利
用

　
　

者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

地
域
活
性
化
の
イ
ベ
ン
ト
立
ち
上

げ
や
、
地
域
で
の
講
演
会
・
学
習
会

費
用
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
金
額
／【
イ
ベ
ン
ト
等
の
場
合
】

　
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
30

　

万
円
※
過
去
に
助
成
を
受
け
た
こ

　

と
が
あ
る
場
合
は
、
経
費
の
３
分

　

の
１
以
内
で
上
限
20
万
円

　【
講
演
会
・
学
習
会
等
の
場
合
】経
費

　

の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
20
万
円

◆
申
込
期
限
／
８
月
23
日(

金)

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
総

　

務
企
画
部
地
域
企
画
課

　
　

３
２
‐
０
５
９
４

　
　
『
第
５
回
し
ゃ
べ
る
ヴ
ェ
Ⅱ
』

　
　

開
催

　

市
民
と
行
政
、
企
業
等
が
情
報
交

換
で
き
る
場
で
す
。
申
し
込
み
は
不

要
で
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
27
日（
火
）午
後
６
時

　

30
分
〜
８
時
30
分

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
総

　

務
企
画
部
地
域
企
画
課

　
　

３
２
‐
０
５
９
４

　
　

　
　

県
南
食
品
安
全
地
域
懇
談
会

　

食
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
や
意
見
交

換
会
、
健
康
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
９
月
５
日（
木
）午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時
30
分

◆
場
所
／
道
の
駅
十
文
字

◆
問
合
せ
／
横
手
保
健
所
環
境
指
導

　

課　

４
５
‐
６
１
３
９

　
　

第
１
回
園
芸
作
物
生
産
拡
大

　
　

推
進
セ
ミ
ナ
ー

　

ネ
ギ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
枝
豆
、
ス

イ
カ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
花
き
の
栽
培

技
術
に
関
す
る
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
１
日（
日
）午
前
８
時

　

30
分
〜
正
午

◆
場
所
／
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
平
鹿

　

総
合
支
店
（
平
鹿
町
）

◆
参
加
費
／
無
料

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
農

　

林
部
農
業
振
興
普
及
課

　
　

３
２
‐
１
８
０
５

　
　

個
人
事
業
税
１
期
の
納
期
限

　
　

は
９
月
２
日（
月
）で
す

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
の
方
は

預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
県
総
合
県
税
事
務
所
平

　

鹿
支
所　

３
２
‐
０
５
９
５

　
　

 催　
し

催　
し

情報情報
informationinformation

講　
座
講　

座

　高齢運転者の方へ
 運転免許の自主返納制度をご存知ですか？
　運転に自信がなくなった方、「運転が心配」と言われて
いる方、運転することが無くなった方など、運転免許を自
主返納しませんか。有効な運転免許証を返納すると『運転
経歴証明書』を取得できます。これは身分証明書になりま
す。また、次の特典が受けられます。
◆特典／①県内全タクシー料金の一割引
　②バス回数券の割引　③協賛店での割引
◆問合せ／横手警察署　32-2250

住宅用火災警報器を設置していますか

　住宅用火災警報器は命を守る大切な機器で
す。未設置の方は早めに設置しましょう。
【設置されている方へ】
　警報器にホコリがつくと火災を感知しにく
くなります。日頃から点検をしましょう。
◆点検内容／①汚れが目立ったら乾いた布で
　ふき取る②音声テストを月に１回以上は実
　施する③電池切れのサインを見逃さない
◆問合せ／市消防本部予防課　32-1218

催　
し

お
知

ら
せ

講　
座
講　

座

も
く
よ
く

　平鹿地域の産業振興と元気づくりを目的に開催します。
来年行う『国民文化祭』のテーマ曲を歌う藤田ゆうみん
さんと渡部絢也さんのジョイントコンサートなど、イベ
ント盛りだくさんです。
◆日時／８月31日（土）15：00～20：30
◆場所／浅舞公民館駐車場
◆内容／15:00  鍋倉囃子保存会演奏、保育園児歌の発表
　　　　16：00  よさこい＆ストリートダンス（キッズ）
　　　　17：30  スコップ戦士ジャミセリオンショー
        18：00  民謡全国一共演
　　　　18：30  よさこい雅バージョン
        19：30  藤田ゆうみん＆渡部絢也コンサート
　　　  20：00  きてたんシェ大抽選会
        20：30  フィナーレ打ち上げ花火
◆問合せ／きてたんシェひらかまつり実行委員会事務局
　　　　 （よこて市商工会平鹿拠点センター内）
          　24-1360

     第12回  きてたんシェひらかまつり     第12回  きてたんシェひらかまつり

 

        
8/31
開催

        
8/31
開催

―巨匠・手塚治虫原作―
ミュージカル『ブッダ』を上演します

　わらび座によるミュージカル『ブッダ』を特別料金で
上演します。遥か古代のインド『シャカ族』の王子とし
て生まれたシッダールタが『共に迷い、共に生きる』姿
を描いた一大抒情詩です。
  ただいまチケット好評発売中です。
◆日時／９月７日（土）14：00～　◆場所／横手市民会館
◆前売券／一般3,000円、高校生以下1,000円 ※全席自由  
          (当日は500円増)
◆プレイガイド／かまくら館、金喜書店、カシワヤ楽器、
　　　　　　　　横手市民会館
◆問合せ／横手市民会館　32-3136

相　
談

講　
座
講　

座
講　

座
講　

座
講　

座
講　

座

講　
座
講　

座
お
知

ら
せ

催　
し

催　
し

相　
談

催　
し

講　
座
講　

座

催　
し

講　
座
講　

座
講　

座
講　

座

催　
し



地域からのお知らせ

　
第18回『彩の会 絵画展』
●期間／８月30日(金)～９月１日（日）、午前９時～午後
５時※30日は午前11時から　●場所／Ｙ2ぷらざ３階 ●
入場料／無料　●問合せ／秋山さん 　33-9855
　　　　
南の館『第107回 月例市民将棋大会』
●日時／９月１日(日)午前10時～ ●場所／十文字Ｂ＆Ｇ
海洋センター ●参加費／一般1,200円、高校生以下800円（昼
食、賞品、参加賞付） ●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720
　　
よこて農家塾９月例会『民俗学を学ぶ視察研修』
●日時／９月１日（日）午前10時～午後２時　●集合場所
／グリンポート杉沢  ●視察先／秋田県立博物館他  ●
参加費／500円（車代等） ※昼食持参　●申込み／小田嶋
さん 　33-0897
　　　
国民文化祭あきた2014応援事業『舞踊と詩吟の二人会』 
　舞踊と詩吟の世界をお楽しみください。
●日時／９月１日(日)午後１時～４時  ●場所／かまく
ら館　●入場料／無料 ●問合せ／大村さん 　32-3832
　
さわやか福祉財団主催『寄付文化普及研究会』
　ふれあい・助け合いに関心のある個人や団体を対象に、
最新の寄付文化の実情について学びます。
●日時／９月４日（水）午後１時30分～４時　●場所／秋
田県南部男女共同参画センター  ●参加費／無料　●申
込み／ふれ愛塾 菊地さん 　090-5183-6052
　　
歌の好きな人集まれ ～思いっきり歌声喫茶～
●日時／９月５日(木)午後７時～　●演奏曲／夕焼け雲
他20曲以上　●参加費／1,000円（飲み物、洋菓子付）　
●要予約　●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　
横手城南高等学校創立100周年記念
　　　銀杏同窓会『黒木悦子チャリティコンサート』
　同校出身のシャンソン歌手・黒木悦子さんの〝歌とト
ーク〟の情感あふれるコンサートを開催します。皆さん、
ぜひお越しください。（収益は横手市社会福祉協議会へ寄付します）
●日時／９月７日(土)午後２時開演 ●場所／かまくら館 
●入場料／1,000円 ※チケットは、かまくら館で販売中  
●問合せ／事務局 鶴田さん 　32-2124
　
『日本刀鑑賞会＆初心者講座』
　日本刀鑑賞の基本や手入れの仕方を学び、日本美術刀
剣保存協会会員所有の名刀や小道具の鑑賞会を行います。
●日時／９月８日(日)午後１時～　●場所／あさくら館 
●参加費／無料  ●問合せ／高橋さん 　080-1818-9150
　
英語・フランス語を学んでみませんか！
●日時／随時、午前10時～午後９時の間で２時間 ●場所
／Ｙ2ぷらざ他 ●受講料／１回1,000円 ●申込み／谷川
さん 　090-6622-0182　
　

　
横手ばら会 栽培技術講習会『秋に花を咲かせる夏の手入れ』
●日時／８月18日(日)午前９時30分～ ●場所／西野ばら
園（条里1-8-17） ●参加費／無料 ●持ち物／剪定ばさみ、
軍手　●問合せ／横手ばら会 藤本さん 　32-6177
　
『竹はり画』菅谷清康作品展 ～最初で最後の展示会～
　日本でも類を見ない竹工芸の竹はり画。竹の美しさと
柔らかさを生かした作品の〝魅力〟を感じてください。
●期間／８月22日(木)～９月16日（月）、午前９時～午後
５時 ●場所／秋田ふるさと村工芸展示館　●入場料／
無料　●問合せ／菅谷さん 　090-7731-0761
　
『自分のための心理学』
　楽に生きるための心理学を学んでいきます。
●日時／８月23日（金）午後６時30分～※23日以降毎週金
曜日、全６回開催　●場所／サンサン横手　●受講料／
１回2,000円　●問合せ／鈴木さん 　090-4674-0310
　

いどばたプラザいどばたプラザ

献血日程献血日程 受付

月日・地域 実　施　場　所 種類

８月23日(金)
大　森

８月29日(木)
横　手

全血

受付時間

15：15～16：00

11：50～12：30
14：00～14：30

10：00～11：00

10：00～10：30
12：00～12：45
13：30～14：30
15：15～16：00
10：00～11：40
13：00～16：00

９月１日(日)
雄物川

㈱大和組
東北電力㈱横手営業所

㈱ツルタック

ＪＡ秋田ふるさと営農経済部
大森町高齢者等保健福祉センター

横手市役所大森庁舎

郵便事業㈱横手支店

スーパーセンタートラスト雄物川店

㈱ヌイテックコーポレーション秋田工場

映画「人生、いろどり」上映会
もうヒトハナ、咲かそ ～葉っぱを売って年商２億円～

　舞台は限界集落寸前の四国いち小さ
な町。高齢の女性たちが『葉っぱ』と
の出会いを通し、町の再生を果たした
奇跡の実話を映画化した作品です。
　『生きがい』への思いが深まります。
◆日　時／８月30日(金)、①14：00～、
　　　　　②16：30～、③19：00～
◆場　所／かまくら館
◆入場料／前売り1,000円、当日1,300円
◆チケット／金喜書店、かまくら館、
　　　　　　よねや南店・ハッピータウン店・双葉店、
　　　　　　秋田県南部男女共同参画センター
◆問合せ／上映実行委員会 三橋さん 　36-2677

　掲載を希望する場合は、発行日の20日前までに内容がわかるもの
を市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せください。

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　8月21・28日、9月4日（毎週水曜）
　／14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　8月21・28日、9月4日（毎週水曜）
　／14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　8月26日（月）
　／13：30～15：00

三又へき地診療所（内科）
　8月20・27日、9月3日（毎週火曜）
　／13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　8月15・22・29日、9月5日
　　　　　　（毎週木曜）
　吉谷地／13：00～15：00
　山内武道／15：10～17：00

ご利用前にご確認ください診療日

ご利用前にご確認ください休館日
横手図書館
　8月21・28日、9月2・4日
増田図書館
　8月19・26日、9月2日
平鹿図書館
　8月20・27日、9月2・3日
雄物川図書館
　8月21・28日、9月2・4日
大森図書館
　8月20・27日、9月2・3日
十文字図書館
　8月21・28日、9月2・4日
山内図書館
　8月17・18・24・25・31日、
　9月1日
大雄図書館
　8月15・18・19・22・26・29日、
　9月2・5日

雄物川資料館　8月19・26日、
　　　　　　　9月2日
ゆっぷる　8月は休館なし
ゆとり館　8月20・27日、9月3日
えがおの丘　8月19・26日、9月2日
大森健康温泉　8月19・26日、
　　　　　　　9月2日
ゆとりおん大雄　8月22日、9月5日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　 8月21・28日、9月4日
　西・南部　8月17・18・24・25・31日、
　　　　　 9月1日
子どもと老人のふれあいセンター
　8月19・26日、9月2日
南部シルバーエリア
　8月19・26日、9月2日
・プールは夏休み期間中休まず営業
・8月29日は南部シルバーエリア
　無料開放日
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今泉祇園囃子　9：00～、十文字町睦合川前集落・永泉寺前
横手市成人式　10：00～、横手市民会館
市民盆踊り・屋形舟鑑賞会　19：00～、横手地域局前
　心 横手地域局
全日本元祖たらいこぎ選手権大会　9：00～、真人公園
屋形舟繰り出し・協賛花火打ち上げ　18：30～、蛇の崎橋
増田盆おどり大会　19：30～、中・七日町通り
　法 大森コミュニティセンター
　　 　10：00～12：00、社協・大森福祉センター　26-3274
　心 十文字町幸福会館
第３回平鹿音楽祭　14：00～16：30、浅舞公民館
真夏の早慶戦inYOKOTE（高校）　18：00～、入場無料、　
　グリーンスタジアムよこて、スポーツ振興課　35-2173
YOKOTE 音 FESTIVAL　10：00～、よこてイースト他
大腸がん予防講演会　13：30～、横手市民会館　
ひらかまち盆踊り　19：00～、平鹿地域局前通り
　急 平鹿総合病院（福嶋医師、佐野医師※１）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　行 雄物川地域局特別会議室　10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 大森コミュニティセンター

深間内神楽　20：00～、平鹿町深間内伊多子神社
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　法 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　　 　10：00～12：00、社協・山内福祉センター　53-3009
　心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
ウオーキングデー　9：00～、かまくら館サンルーム集合

　急 市立横手病院（曽根医師）　32-5001
　急 桃雲堂高橋医院（増田）　45-2363
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

　心 増田地区多目的研修センター

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター

横手やきそば四天王決定戦　～9月1日、10：00～　
市民医学講座　14：00～、かまくら館
きてたんシェひらかまつり　15：00～、詳しくは13ページ
おおもり元気まつり　18：00～　
たいゆう緑花園パノラマフェスタ　10：00～　
　急 平鹿総合病院（和賀医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421 児 平鹿総合病院　32-5124
　法 相談予約受付開始9月18日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

  　 第５回 雄物川スタルヒン杯 550歳野球大会
◆開催日／８月31日（土）～９月２日（月）、9：00～試合開始 
◆場　所／中島グラウンド（主会場）、沼館野球場、大森野球場、
　　　　　スタジアム大雄　
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【無料相談】 行…行政  法…法律（要予約）  人…人権 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　　 ※１…８月の第３日曜日は耳鼻科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30
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〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※７月末現在（前月末比）

横手市の人口横手市の人口

８月18日（日）「ダイナソー」　　　　　　　　　　　　  【82分】
８月25日（日）「塔の上のラプンツェル」　　　　　　　 【101分】
９月１日（日）「クレヨンしんちゃん ヘンダ－ランドの冒険」【100分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

火　

木

火
水
木

総数　 97,763人（ -32） ／ 34,472世帯（ 35）
　男　 46,353人（ -17）
　女　 51,410人（ -15）

木

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

横手やきそば四天王決定戦

■８月31日（土）・９月１日（日）
　100人を超える覆麺
（面）審査員による、厳
しい予選を勝ち抜いた
10店舗が参戦。あなた
の一票が今年の四天王
を決定します。
◆時　間／31日（土）
　　　　　10：00～16：00、１日（日）10：00～15：00 
　　　　　※１日は集計後、審査発表・表彰
◆場　所／秋田ふるさと村特設会場
◆問合せ／横手やきそばグランプリ実行委員会
　　　　　（横手市観光協会） 　33-7111

 

　みんなでつくろう元
気なおおもりをテーマ
に『おおもり元気まつ
り』を開催します。
　大森元気大使の小田
島純子さんや民謡四天
王の藤堂輝明さん、天翔春子さんなどの民謡＆
歌謡ショーをはじめ、お楽しみ抽選会、餅まき
を行います。皆さん、ぜひお越しください。
◆時　間／18：00～20：30
◆場　所／大森体育館
◆問合せ／大森地域局市民福祉課 　26-2115
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『おおもり元気まつり』
みんなでつくろう元気なおおもり

■８月31日（土）
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　　　パノラマフェスタ

■９月１日（日）
　サルビアやマリーゴー
ルド、日々草など、約25
万本の花々が咲きそろう
『たいゆう緑花園』。1.3㌶
の敷地に、色鮮やかな花
畑が広がります。
◆時間／10：00～15：00
◆場所／たいゆう緑花園
　※駐車場はスタジアム大雄駐車場をご利用ください
◆内容／押し花体験、無料記念写真プレゼント、
　　　　子どもおたのしみコーナー、子ども塗り
　　　　絵コーナー、軽トラ市など
◆問合せ／大雄地域局産業建設課 　52-3913

たいゆう
緑 花 園
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